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高濃度バイオマスの連続的前処理方法
廃棄バイオマスの有価物化に向けて、流動キャビテー
ションで微粒化処理を行う方法

コーヒー滓や、芋菓子・米菓子の規格外品等の廃棄バイオマスから、カ
フェ酸や糖などの有用物質を抽出する研究が盛んである。バイオマス由来
の有価物を効率的に得るためには、原料であるバイオマスの堅牢な構造を
破壊する前処理が重要である。
従来までの前処理技術は、100MPa以上の高圧分散機が必要なもの

が多く、コスト面での課題が指摘されていた。また、低圧処理できる技術で
あっても、初めからサブmmオーダーに粉砕する工程が必要であったり、バイ
オマス濃度が高いと装置が閉塞してしまったりと、低い処理効率が指摘され
ていた。
本発明は、高濃度のバイオマスを連続的に前処理する方法に関するも

のである。バイオマスを液体に混濁させた高濃度混濁液について、3MPa
程度の低圧で流動キャビテーションを発生させ、それによりバイオマスを粉
砕・解繊する。右図は、本発明の前処理方法を適用してから1年経過後
のバイオマス水懸濁液の様子である。 (a)は参照例、(b)は極めて短時間
適用した場合、(c)は5時間適用した場合を示す。(b)の短時間適用した
場合であっても、長期間水に分散し続けられるほどの微粒化が可能である。
本発明の前処理法を用いると、バイオマスをサブµmオーダーまで微粒化で
きるため、効率的な有価物化が可能になると期待する。

概要

 コーヒー滓からカフェ酸を抽出するための前処理
 規格外菓子廃棄物から糖を抽出するための前処理
 その他、廃棄バイオマスを有価物化するための前処理全般

[1] Ind. Eng. Chem. Res. 2016, 55, 1866.
（※本発明の旧来型モデルに関する論文）

東北大学技術紹介

性能・特徴等

応用例 関連文献

お問い合わせ

株式会社東北テクノアーチ
TEL ０２２－２２２－３０４９ お問い合わせフォームはこちら

After one year

(a) (b) (c)

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html


Leading you to

Successful Industrialization

お問合せ

発明案件を随時更新中

Linkedinページをフォロー

https://www.t-technoarch.co.jp/anken.php

https://www.linkedin.com/company/tohoku-techno-arch

https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html

本資料をダウンロード

https://www.t-technoarch.co.jp/anken.php
https://www.linkedin.com/company/tohoku-techno-arch
https://www.t-technoarch.co.jp/contact.html

	スライド 1
	スライド 2

